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⻄記念ポートアイランドリハビリテーション病院にリハビリテーション⽬的で⼊院された患者様へ 

 

 

【過去の⽇常診療データを調査研究に利⽤するためのお願い】 

当院では，下記の臨床研究を実施しており，対象となる患者様の⽇常診療で得られた試料・情報を研究⽬的で

利⽤させていただきます．この研究を⾏うに際して患者様に負担が⽣じることはありません．ご⾃⾝の試料・

情報がこの研究に利⽤されることについて異議がある場合は，試料・情報の利⽤を停⽌することができます．

この研究の対象となることを希望されない⽅，ご質問がある⽅は，下記連絡先までご連絡ください． 

【研究課題名】 

回復期リハビリテーション病棟におけるサルコペニア患者の機能予後を予測する因⼦の検証 

【研究責任者】 

⻄記念ポートアイランドリハビリテーション病院 リハビリテーション科 

理学療法⼠ ⼤坪 拓朗 

【研究の⽬的】 

サルコペニアは筋量や筋⼒，⾝体機能の低下を特徴とする疾患です．回復期リハビリテーション病棟に⼊院し

ている患者様のサルコペニアの有病率は⾼く，⽣命予後を悪化させることが明らかとなっています．したがっ

て，サルコペニアに対する対策と介⼊が重要な課題となっており，⼊院早期から個別性の⾼いリハビリテーシ

ョンを実施していくことが必要ですが，どの要因がどの程度であれば予後と関連するかは明らかとなっていま

せん．この研究の⽬的は，回復期リハビリテーション病棟に⼊院しているサルコペニアを合併した患者様にお

いて予後を予測する因⼦を明らかにすることとしています． 

【対象となる患者様】 

2020 年 1 ⽉以降に⻄記念ポートアイランドリハビリテーション病院にリハビリテーションを⽬的に⼊院された

20 歳以上の患者様を対象といたします．対象となることを希望されない⽅は，下記連絡先までご連絡くださ

い．希望されない場合でも患者様に不利益が⽣じることは⼀切ございません． 
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【使⽤させていただく試料・情報】 

1. 基本属性 

年齢，性別，BMI，在院⽇数（急性期病院，当院），併存疾患，栄養状態（MNA-SF） 

2. リハビリテーション評価 

体組成（⾻格筋量等），下腿周径，筋⼒，歩⾏速度，SPPB，⾝体活動量，FIM 

3. サルコペニアの有無 

上記の試料・情報（体組成，筋⼒，歩⾏速度，SPPB）を⽤いてサルコペニアの有無を判定させていただき

ます 

※ これらの試料・情報は⽇常診療内で収集されるもので，患者様に余分な負担が⽣じることはありません． 

【個⼈情報の管理について】 

使⽤する試料・情報は，個⼈情報が特定されないように加⼯し，厳重に取扱い，管理を⾏います．また，個⼈

を特定できる⽒名，住所，電話番号等は収集しないため，患者様を特定できる情報が公表されることはありま

せん． 

なお，この研究は当院の研究倫理審査委員会の審査・承認を得て実施しています． 

【学会や学術雑誌などの発表について】 

この研究成果は学会や学術雑誌などで発表することがありますが，その場合でも個⼈を特定できるような情報

が公表されることは無く，患者様のプライバシーは遵守されます． 

【研究期間】 

倫理委員会の承認後〜令和 8年 3⽉まで 

【医学上の貢献】 

回復期リハビリテーションの実施に際し，その臨床意思決定に⼤いに役⽴つ可能性があります．サルコペニア

の予後予測因⼦とそれらの基準が明らかになることで，より早期から個別性の⾼いリハビリテーションの提供

に繋がり，結果的に多くの国⺠の健康増進に寄与すると考えています． 

【連絡先】 

住 所：〒650-0046 神⼾市中央区港島中町 8-5-2 

T  E  L：078-303-2424(代表) 

F  A  X：078-304-2424 

担 当：リハビリテーション科 ⼤坪 拓朗 


